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年　　月　　日

大船渡市長　様
パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓継続申告書
大船渡市パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓の取扱いに関する要綱第11条第１項の規定に基づき、住所の異動前に連携自治体から受領証等の交付を受けていること、お互いが人生のパートナーである関係を継続していることを申告します。
なお、本申告書（写し）を住所の異動前の連携自治体へ送付することに同意します。
	
	申　告　者
	申　告　者

	氏名
	
	

	(通称名使用の場合)
戸 籍 上 の 氏 名
	
	

	生年月日
	年　　月　　日
	年　　月　　日

	現住所
	〒


	〒



	連絡先
	
	

	現在交付を受けている受領証等
	交　付　者　　　　　　　　　　市・町・村
交　付　日　　　　　　　　年　　月　　日
宣　誓　日　　　　　　　　年　　月　　日
受領証番号　　　　　　　　　　　　　　　



宣誓を継続する子及び親
	氏　　　　　　　名
	続　柄
	生年月日（年齢）

	
	　　　　
	年　　月　　日（満　　歳）

	
	
	年　　月　　日（満　　歳）

	
	
	　　　　年　　月　　日（満　　歳）

	
	
	　　　　年　　月　　日（満　　歳）


（裏面の確認事項もご記入ください。）
（裏）
申告に当たり、次の事項について確認しました。
○確認事項（以下について、改めてお二人でご確認ください。）
	項目（該当する項目に✔をつけてください。）
	添付する書類

	□
	互いを人生のパートナーとし、日常生活において経済面、生活面、精神面等で相互に責任を持ち、継続的に協力し合うことを約束した関係である。
	
①転出元自治体発行の受領証等
宣誓書受領証及び宣誓書受領証カード（２人分）

②現住所の確認書類
住民票の写し又は住民票記載事項証明書

③本人確認書類
個人番号カード、運転免許証等

④その他、確認のために必要な書類
※必要に応じて提出を求めることがあります。

	□
	双方が民法等に定める成年に達している。
	

	□
	双方に配偶者がいない。
	

	□
	双方が、互い以外の者とパートナーシップに類する関係にない。
	

	□
	民法第734条（近親者間の婚姻禁止）、第735条（直系姻族間の婚姻禁止）、第736条（養親子等間の婚姻禁止）までの規定により、婚姻することができない者同士でない。
※婚姻制度の代わりに、養子縁組制度により　家族となった者同士は除きます。
	



※子及び親を継続して宣誓に含める場合　（※年齢は届出日時点におけるものとする。）
	項目（該当するものに✔をつけてください。）
	添付する書類

	□
	宣誓を継続する者は、申告者の一方の子又は親である。
	・生計が同一であることの証明書類
住民票謄本など

※戸籍関係証明書及び同意書等の添付は原則不要ですが、必要に応じて提出を求めることがあります。

	□
	15歳未満の子を宣誓に含めている場合は、双方又は一方と生計が同一である。
	

	□
	満15歳以上の子又は親を宣誓に含めている場合は、当該子又は親本人の同意を得ている。
	



※通称名の記載について
□ 宣誓書受領証等について、通称名の記載を希望する。
□ 上記の場合において、宣誓書受領証カード裏面に戸籍上の氏名の記載を希望する。

	市担当者使用欄

	①本人確認書類　□個人番号カード　□運転免許証　□旅券　□その他（　　 　　　 ）

	②受領日（本市における宣誓日）　　　　年　　月　　日

	③添付書類　□受領証等　□住民票等　□生計同一証明　□その他（　　　　　　　　）

	④継続申告の可否　　　　　　　　　□可　　□否　　【宣誓書受領証番号第　　号】
　通知日（転出元の連携自治体宛）　　　　　年　　月　　日　【通知番号第　　号】
　その他備考欄（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




